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□　目的

　Ｋ市立Ｓ小学校新築工事における校舎棟の構造躯体は、プレキャストコンクリートの柱梁部材をＰＣ鋼線で圧着さ

せるＰＣ圧着関節工法で構築される。当社では同工法による施工物件は少なく、事前に施工検討するための技術情報

に乏しかった。そのため、施工手順の確認および工夫、施工精度の調査、請負契約の分析、歩掛の調査などを行っ

た。

□　概要

　ＰＣ圧着関節工法は黒沢建設の特許工法であるだけでなく、その施工は同社が専ら行うものである。しかし、基礎

地中梁部分における在来部（当社施工）の取り合いや施工手順などを初めとして、作業所ごとに作業内容や責任範囲

等を確認・協議する必要がある部分は少なくない。当作業所では、基礎地中梁部分における柱用ＰＣ鋼棒の位置決め

テンプレートについて独自の工夫によって施工の確実性および位置精度の向上を図った。一方、ＰＣ部材建て方によ

る建物躯体精度については、各柱ごとのチェックに加え、ムーブ位置等で検証を行ったが、管理値（±５mm以内）

を外れることは無かった。

□　結論

　ＰＣ圧着関節工法による小学校校舎の新築工事を通して得られた、同工法のポイントは下記の通りである。

①　建物形状および規模によって適切な工区分け、クレーン計画を選択する必要がある。

②　ＰＣ圧着関節工法の施工精度の要は柱脚部の位置精度である。

③　建物形状・規模・工期等が極端でなければ、地上部躯体精度（±５mm以内）の確保は比較的容易である。

④　ＰＣ部材への打ち込み金物などは後施工とすることでコストダウンできる可能性が高い。


